
The Japanese Institute of Landscape Architecture

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　工nstitute 　of 　Landsoape 　Arohiteoture

技術報告編

赤羽 自然観察公 園にお けるボ ラ ン テ ィ ア の か かわ りか

たと自然 の 回復へ の影響
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1． は じめ に

　赤羽自然観察公園（東京都北区赤羽西5−2−34）は、

「自然 の 自律的 な 回復」 や 「自然 との ふ れあい の 場 の 確

保 」 な ど をテーマ と して 、陸上自衛隊の 駐 屯地 跡地 （5．4

ha）に 整備 した都市計画公 園 で あ る。

　 こ の うち の 「自然の 自律的な回復 亅 は本公園の 基本を

なすコ ンセ プ トで あるが、それを達成す るに は 、 長期に

わ た る自然 の保護 ・保全活動へ の 区民の 理解 と公園利用

者の協力が不可欠である 。 そ の ため、北区で は公園計画

説明会以来、公園の 管理 へ の ボラ ン テ ィ ア参加を呼びか

け て きた。そ の 結果、現在で は多 くの ボラ ン テ ィ ア が公

園内で 活動を 行 っ て い るが、中に は、 「自然の 自律的な

回復」 とい う本公園の 基本コ ンセ プ トを実現す る うえ で

障害とな りか ね な い もの も見られる。本報で は、その 問

題点と今後の 課題 にっ い て 報告する 。

2．公園 の整備概要 と整備後約1年半で の 回復状況

（1）整備概要

　本公園は、1997年 6月から1999年 3月に かけて行 っ た

工事で その 大部分が完成 して い る 。 た だ し、都市計画道

路 （未整備）の 隣接部と、体験学習施設 ・野鳥観察所お

よ びそ の 周辺部に つ い て は、今回の 工 事で は本整備は行

っ て い な い 。

　公園整備に あた っ て は、か っ て の 地形の 名残で あ る谷

状の地形とそ の 谷底の
一
部 か ら湧き出て い る湧水を活用

す る こ とを基本とした。ただ し、かっ て の 地形改変 に よ

り、 自然の地形はま っ た く存在せず、 敷地内に はコ ンク

リート製の排水路があ るだけで あ っ たの で 、既存の 地形

をベ ー
ス と して 、緩斜面か らな る谷地形を あ らた に 造成

した。さ らに 最下流部に は遊水池を兼ねたすり鉢状の 窪

地を造成し、 流下した湧水で 池が形成され る ように した。

また、湧水の 湧出点が 谷の 中〜下流側 に 位置 して い て 、

自然状態で は上流部に は流路が形成されえ な い の で 、池

の水を谷の最上流部に ポン プア ッ プし、 人工的なもの で

は あるが 、 あらた な流路が 形成され る よ うに した 。 ただ

し、で きるだけ自然な 流れ に 近づ くよ う、人工 的な 流路

の 造成は行わ なか っ た。水系整備計画 の 概念を模式的 に

示 す と図一 1の よ う に なる。

　な お 、 本公園の水系は閉鎖系で ある の で 、 この 地域に

普通 に見 られ た水生生物の 回復 を はか る に は、当該種の

人為的な移入が必要 と な る場合もあ ろ うが、工事の一
環

として は、水生生物の 移入 は行わな か っ た。 こ れは、造

成後の 降雨に よ る母材の 移動 ・再堆積や植生遷移 の 進行

に よ り形成 さ れ る環境に適応 で きる 水生生物群集 の 形成

を はか るに は、水生生物の 移入 も土砂の 堆積 や植生遷移

の 進行に 合わせ 、そ の 都度検討するほ うが よ い と考え た

か らで あ る。そ の ため、本工事終了後は、流速を低下さ

せ 土砂を堆積させ るため の 、伐採木を利用した堰 の 形成

以外は 、 基本的に は人為的な改変は行わなか っ た 。

一
方 、

下流側の 既存湧水の湧出点周辺 で は、湧水池と湿地が 形

図一 1　 水 系 整 備 計 画 の 概 念 図

＊東京都北区役所 ＊ City　of 　Kitξ  Tokyo
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成されるよう、排水マ スの カサ上げを行 っ た。

　 この 谷地形を活か しなが ら、自然の 自律的回復を はか

るた めの コ ァ ゾー
ンを 確 保す る た め、谷の 上〜中流部に

は人の 立 ち入 りを 制限す る 自然 保護区域を 設定 した 。 ま

た、野生動物の 生息環境を保全する た め、外周園路や建

物の周囲以外に は照明を設置しなか っ た 。

一
方、防災機

能や自然との ふれあい 機能を も兼ね備えた公園とするた

め 、 体験林 （雑木林 として 管理を行 うゾーン）や 体験水

田 、 観察路を兼ねた園路 、 自然の なかで 子どもたちがス

ポーツ や昆虫採集を行う多目的広場などを整備した
1｝　2）

（図
一 2）。

　な お、本公園は通年開放で あ るが、防犯上の 理由か ら、

外周園路以外 の 大部分の 区域 に つ い て は夜間は 閉鎖して

い る 。

（2）自然 の 回復状況

　今回の 公園整備で は 、 大規模な造成工事を行 っ たため、

開園当初は、既存植生 が 保全 され た一
部の 場所以外 で は、

ほ と ん ど が裸地 の 状態で、植生の 回復 は ほぼ ゼ ロ か らの

ス タートで あ っ たが 、自然保護区域を中心に 湿生植生 の

回復 が進 ん で い る （写真
一 1 ・2 ）。こ の よ うに湿生植

物群落が早期に 回復 しえたの は、 当初の 予想に反 し、常

時計画水位を越える量 の 湧水や地下水が最下流部 の池 に

流入 したため、水 の 循環を24時間、通年で 行う こ とが で

きたため と考 え て い る。ま た、排水マ ス の カ サ上 げを行

っ た 湧 水湿 地 で も、湿 生 植 生 の 回復 が 進ん で い る （写真

一3） 。 な お 、 園内の 生物 の 動態に つ い て は 現在調査中

で あ る 。

3．公園利用者やボラン ティアによる公園の改変

とその 背景

　自然 の 回復 は当初の 予想以上 に 進ん で い るが、公園利

用者や ボラ ンテ ィ ア に よ る公 園の改変の 結果、そ の 土地

本来の 自然 （本論で は 、 開発に よ る直接的な人為の影響

が なか っ た場合に 、 現在の 環境の もとで 成立しうる自然

生態系の うち もっ と も発達 した もの を本来の 自然 、 直接

的な人為の 影響の 元で 成立 して い る生態系を二 次的自然

と呼ぶ ）へ の 回復をは かるため に は障害となりかね ない

事態 も発生して い る。

（1）放置して おくこ とへ の 嫌悪

（i）　 「雑草」 問題

　開園 1年目の 夏に は 、 シ ロ ザ 、 オオイ ヌタ デ、メ ヒ シ

バ
、 エ ノ コ ロ グサなどの 、一

般に は雑草と して 扱わ れ る

草本が優占する群落が園内の 広い範囲を覆っ た た め 、 数

々 の 苦情が 区役所に よ せ られ た 。

　一年生草本の繁茂 は計画段階か ら想定された こ とで あ

っ たが 、 近隣住民からの 苦情を受け、一
部の ボラ ンテ ィ

アがその 年の 秋から冬に かけて、一年生草本の草刈 りや

ヤマ ハ ギなどの灌木の伐採を行っ た 。 しか し、草刈 り・

伐採に よ り、水際部 で は水鳥の 隠れ場所 が消失す るな ど、

自然の 回復が阻害され る事態が発生 した。そ の 後、草刈

りの 必要性に つ い て の 議論を提案 した と こ ろ 、 ボラ ン テ

ィ ア の あい だで も賛否が 別 れ 、 翌年 か らは 、 草刈 りは園

路の周辺な ど公園利用者が 不都合を感 じる場所 で行われ

る よ うに な っ た 。

図一 2　 修 正 平 面 計画 図
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（li） クズ の 異常繁茂

　本公園の 斜面の
一

部に は 、 従前よ りクズ が 繁茂 して い

たが 、 自衛隊に よ る定期的な草刈りが行われな くな っ た

た め、その 後こ の クズ は勢力を拡大した。この クズ の 根

系 は公 園造成 に よ っ て も除去で きなか っ たの で 、 開園後

も抑制管理 が 必 要 にな る こ と は 明 らかで あ っ た 。 そこ で 、

ボ ラ ン テ ィ ア に ク ズの ツ ル 切 りを依頼したが、こ の 作業

は偏向遷移を防ぐため の 最低限の 抑制管理作業で あ る と

い う作業 の 趣 旨が 理解されず 、 自然 保護区域内で も他の

草本の草刈 りが同時に 行わ れ て い た。

写真
一1 最上流部か ら下 流側を見たところ

1999年2月撮影

写真
一2 同じ場所で の 2000年12月の 状況

　　　　コ ガマ などの 湿生 草本が群生 している

写 真一3 取水マ ス の かさ上げを行っ た場所

　　　　水 位 の上 昇 によリイやセ リな どの湿生

　　　　草本が増加した
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（皿 ）ボ ラ ン テ ィ ア ・一般公 園利用者 に よ る公園の 改変

ボラ ン テ ィ ア の なか 1こは、かっ て この 地 に生息して い

た メ ダカ や トンボなどの ため の 環境づ くりを望む者が多

く、 最下流部の池 の上流側 で あらた に 池を造成する など、

ボラ ン テ ィ ア に よ る土地 の 改変 が 行わ れ て い る。

　一方、こ の 公園で は、誰が行 っ て い るの か は わ からな

い が、開園以来勝手に動物を放す、植物を移植する、種

子を播種する人が絶えな い 。 また 、 勝手に地形を改変す

る、草刈 り ・剪定を す る人 もい る。

伽 ）基本 コ ン セ プ トが 区民や ボラ ンテ ィ ア に 浸透 しな

　　　い 理由

　この よ うに、多 くの 区民 や ボラ ンテ ィ アが放置 して お

くこ とを嫌悪するの は、主 に以下 の 2点の理 由に よるも

の と考え られる 。

　その 第
一

は、区民 の 多 くが い ま だに公園で は 除草が な

され て い るの が 当た り前 だ と思 っ て い る こ とで あ る。

　第二 は、多くの 区民やボラン テ ィ ア が 目指す 「自然」

は、最近マ ス コ ミで そ の 貴重さが強調され て い る、い わ

ゆ る里山の 自然、すな わ ち、か っ て は農村や都市近郊に

身 近 に存在して い た二 次的自然で あり、本来の 自然や 二

次的 自然 で も本来 の 自然へ の 回復過程 に あるもの で は な

い 。 しか も、 最近 マ ス コ ミが そ の 貴重 さ を強調す るた め、

放置 して お くこ とに 嫌悪感を抱 い て い る人 が多 い よ うで、

「きれい に管理されて い ない 自然 はい い 自然で は ない 」

とい う意見す ら聞かれ るの で あ る。

　身近 な自然環境の 破壊が続い て い る現状で は、 里山な

どの 二 次 的 自然 も貴重で あ る こ と は当然で あ るが 、 それ

を理由に、自然 の 営力に よ る遷移 の 進行を否定す るの は、

あ ま りに も短絡的すぎる と思 う。一一
見す る と荒 れ た 「自

然 」 に 見 え る生態系 も、遷移の 過程の
一

断面 で あ り、二

次的自然に 生育して い る種が 生育 で き な い とか、林 と し

て 荒れて い る とい う理由だけで 断罪 さ れ るべ きで はな い

はずで あ る。自然 の 営力に よ る長期間の 遷移過程を へ な

ければ本来の 自然 に は 到達で きな い 以上、遷移途中の 生

態系 も、本来の 自然や 適正 な 管理 が なされて い る二次的

自然 と同じよ うに重要で あるこ とを 、 そ して、本公園は

遷移に 委ねる こ とで 自然の回復をはか る こ と を基本 コ ン

セ プトと して い る こ とを、広く区民に理解 して もら う こ

とが 緊要な 課 題で あ る 。

4，ボランティア活動 のかかえる問題

（1）ボラ ン テ ィ アへ の 区民 の 疑念

　「自然との ふ れ あ い の 場の 確保」 を テーマ と して 整備

した体験林や体験水田で は、ボ ラ ン テ ィ ア が多様 な 農作

業を楽しん で い る。また、近隣の 小学校の参加をえて、

子供 た ち の 農業体験 と環境学習に も取り組ん で い る 。 し

か し、 ボラ ン テ ィ ア に は 自分たちが管理 して い る場所を

独占したが る傾向があり、そ れ に た い する
一般の 公園利

用者か らの 疑問や苦情 が 区役所 に 寄せ られ て い る。

　ま た、ボ ラ ンテ ィ ア に よ る土地の 改変 も行 政 の 事前了
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承をえ ず に行わ れ る例が 多 く、一
般の 公 園利用者か らの

疑問や苦情が 区役所 に よせ られて い る。

　
一般の 公園利用者が立ち入るこ とがで きない 場所へ 入

っ たり、一
般 に は禁止されて い る作業を行うこ とで、ボ

ラ ン テ ィ ア の 自己実現感 は満た され るで あ ろ うが、そ の

活動が
一

般の 公園利用者に は公 園の 私物化 と写 る よ うで

あれば、た とえ 公 園の 目的 に適合 した 活動で あ っ た と し

て も、一般公園利用者の 支持をえ る こ とは 困難 で あ る。

（2）ボラ ン ティ ア参加者の 固定化

　本公園で は 、開園以来ボ ラ ン テ ィ ア に よ る運営会議 は

ボ ラ ン テ ィ ア 自身が運営 し、 行政 は オ ブザーバ ーと して

参加するか た ちで 、 管理 ・運営事項 に っ い て の 話し合い

を続けて い る。こ の 場 で ボラ ンテ ィ ア が行う活動に つ い

て 議論が な され て い るが 、会議が紛糾する こ とが多く、

ボ ラ ン テ ィ ア 間の 感情的 な対立が もとで会議 に参加 しな

くな っ た と い うボラ ン テ ィ ア もかなりい る 。 ボラ ン テ ィ

ア活動 その もの は運営会議に参加しな くて も可能で ある

が 、 筆者は、ボラ ン テ ィ ア間の相互 理解が 高 ま らな けれ

ば 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動へ の 区民参加 の 拡大 は 困難 で あ り、
ボ ラ ン テ ィ ア の 固定化をもた らす恐れが高い と考 え て い

る。

　活動す るボラ ン テ ィ アが 少人数 で 固定化するこ とは、
一

部 の人間に よ る公園の 私物化 とい う批判を招きか ね な

いの で 、 新たな ボラ ン テ ィ ア の 参加が見込 め な ければ、
ボ ラ ン テ ィ ア 活動を とお して 保護 ・保全 活動へ の 区 民 の

理解 と公園利用者の 協力をえ る とい う当初の 方針は見直
さな ければ な らな い か も しれ な い。

5． こ の公 園を本来 の 目的に沿っ て守り・育ててい くに は

（1）自然保護区域の 情報提供

　筆者は最近 で は、放置して おくこ とに嫌悪感をもっ て

い る区民や ボラ ン テ ィ ア に 、遷移に 委ね る こ との意 義 を

理解して もらうた め に は、放置する ことで 実際に どの よ

うな変化が起きて い る の かを科学的なデ
ー

タで説明し、

事実を基に直接実感 して もらう以外ない と思 っ て い る 。

その た めに も、 自然保護区域 の 重要性は今後ますます増

大する と考え て い る。なお、園内の 生物調査 に っ い て は

遷移 に委ね る こ との 意義を明らかに する た め に も、な る

べ く速く公表するとともに、継続的に調査を行っ て い き

た い と考えて い る。

（2 ）公園育成ル ール の 確立

　ボ ラ ンテ ィ アが 公園の 目的 に沿 っ た活動を
一

定の ルー

ル に した が っ て 行わ な い か ぎり、 不特定の 方に よ る動植

物の移入や 地形の 改変などはなくならないで あ ろ う し、

行政 として もこの よ うな 行為を 強 く注意するこ とはで き

な い 。

　そ こ で、区で は運営会議の 場で ルール づ くりを提案し

て い るが、自己規制に結びっ くルール づ くりの 議論は あ

まり進展して い な い 。 そ の た め、とりあえず来年度か ら

は職員を常駐させ、禁止事項 の 遵守をはか っ て い く予定

で あ る。そ の うえ で 、 生物調査結果を基 に した長期的な

公園育成 ルール をボラ ン テ ィ ア との 話し合いを通 じて っ

くりあげて い きたい と考えて い る。

（3）ボラ ンテ ィ ア活動の改善

　本公園で は、当初よ りボラ ンテ ィ ア に は 自己責任 に よ

る自立 した 活動を行 うよ う求め て きた た め、そ の 運営に

つ い て 行政が 口 を挟む こ とは で きな い と考え て い る 。 ま

た、この 点に つ い て は、多 くの ボ ラ ンテ ィ ア の 賛意がえ

られて い る。 そ の た め 、 こ の 公園で の ボラ ンテ ィ ア活動

を よ り多 くの 区民が気持ち良 く参加 で きるよ うな活動 に

して い くとい う課題 は 、 ボ ラ ン テ ィ ア 自身が多 くの 葛藤

を乗り越え、自己努力で 解決 して い かな ければな らない

課題で あ る と考えて い る。そ の うえ で、公 園管理 者 と し

て は 、 ボラ ン テ ィ ア との 意見交換をより密 に行い 、行政

と して で きる こ とにっ い て は積極的に協力 して い きた い

と考えて い る。

（4 ）公園管理者の 知識 ・技術力の 向上

　 こ の 公園で は、今まで 北区に 蓄積され た公園管理 の 考

え方 や技術が 通 用 しな い 部分が 多 い。また、構想 ・ 計画

策定時に ゾー
ン別の 管理 ・運営方針を策定したが 、 管理

・運営に関する事項にっ いて は、 その 後も多方面か ら多

様な意見が 出されため、行政指針として の 具体的な管理

・運営指針はい まだに策定され て い な い 。 こ の よ うな 理

由に よ り、現状で は、公園管理者が各種の 問題へ の 事後

対応 に 振 り回さ れ て い る とい うの が実情で あ る 。

　この うちの 、 公園内で の ルール の遵守とい う課題に っ

い て は 、 前述の ように職員を配置する こ とで あ る程度は

改善され るはずで あるが、 「自然 の 自律的な回復」 とい

う基本 コ ン セ プ トを堅持しな が ら 「自然 との ふ れあい の

場」 として この公園を活用 して い く方策に っ い て は、な

お、模索段階に ある。

　こ の 課題を解決する に は 、 明確 で具体的な管理 ・運営

方針とそ れ に もとつ く市民やボラ ン テ ィ ア との共同体制

を民主的な手続きをへ て 確立させ る こ とが重要で あると

考えて い るが、今回の こ の 公園で の 取組が北 区で は最初

で あ るの で、こ の 公園で の 経験をもと に具体化し、 組織

と して そ の ノ ウハ ウを蓄積し、発展 させ て い く以外道は

な い と思 っ て い る。 そ して、その た めに は、自然や 自然

の 回復 に関する知識や、生態的管理 につ いて の 技術力 の

ある職員を一人で も多く育成し、 彼らと と もに、ノ ウハ

ウ を継承 ・発展させ る こ とが で きる組織をっ くる ため に

努力 して い くこ とが 重要で ある と実感 して い る。
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